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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、Ｅ＆Ｅコースの教育目標をについて説明させて頂きます。
日本をリードするのはもちろんですが、国際的に活躍できる人材の育成を行っています。
また、前のスライドで示したような問題に対処可能な、T型人間やπ型人間を養成することを目標としています。T型人間とは、専門家でありながら、一つの分野に留まるのではなく、全体像を俯瞰できる視野を持った人材の事を示しています。このTの縦の直線は一つの専門性を、横の直線は全体を俯瞰する視野の広さを示しています。さらに、T型人間に留まらず、π型人間の育成を目指しています。お解りのように、このπの縦の二つの直線は二つの専門性を示しており、複数の専門を持って全体を俯瞰できる視野の広さを示しています。
複雑に絡み合った問題を解決できるのは、この様なT型人間やπ型人間であり、この様な人材の育成こそがシステム創成学科、特にE&Eコースの特徴です。他の学科にはこの様な教育プログラムを提供することはできないと自負しております。
この様な教育目標を達成するために、各分野の世界最先端で活躍する教員団を有しております。一見ただのおじさんですが、ただものではない先生方と密に接することができます。


Ty P = ¥ > 25 LAIRER A
& BRI TRIVFSIZATLEIAZARNE 48, R ki Lo
i et i Department of Systems Innovation,' Faculty of Engineerir The,Uni ersit 3‘\& Iii% * I Z\ }[/ # - :/ X T ‘ZA :l D Z

5 Inr of Engineering, T versity ofgTokyo
i W ek 7 J GSE.. & 3

SABATI—ADAVYFIS LARUS —

s BIE-TRILX—BEOLE AR
— EfEnlgelitt s nElkZBiEL. Bifff. & BEROBE RV AT L
NDEELLTIEZ . BB DO O— NIV BN S E (IR

- GUWVREOER (EERST)
— BEDEMPEFINASDREITTIEEL IBIELFEIA - IBEE
- BR-XREBHTESHELEZEDZITAN

- EFMEDE/K
- BREES-FHEL TRRT - OMBES ERE RN DHE
- EHRETHICIERISBORAX ¥ AR




l “3 *n I*JMF—:/ZTA: e S 25 LAIK SR A

R 5 L Bl TRALF—YZFLO—2R

SABIAJ—ATENDCE

- MERIRBREE. BER-TRILX—OB, BRELFHML-HE- KB OFIH, 1
ALY BESW /L OEBFHE LD, EEREOBIFICIGHT 5720
OB HRBICEET 2B - MHERRICHELZRTIILEES

o HHOTACIHINER (PBL)AEUC. EFER T VA, OS2 = —
avieh. EREE-)—F—vThES

o FEOBEHUEFEDIRNIZLSIBFEHE CBREEEDFELES

BI%-H%TE%;%E

JOyEIL - \ FNEE
IRIEERA] S %y -0 =
HIPKERIR

R At A F e 1 —



AT LEIRFERLA
RIE - I XNLF - XTLO—X

BTz =

\aly
FAIE)

2EA1 A2 FREBRET

AT LB EERE
B - TR —HER
HE AT LISER
R - TRILX—ME RS
pEis %l B TS5 R mRiE B
&N & ENHE
TP
HIREE1A
Hh Bk F}
MENhFE182
HEEE1AK2A
TR AE182
BIBFEXI

= 552 3R A0 IRILEF—R .



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
３年生夏学期から４年生夏学期までには、先程のプロジェクトに取り組むと同時に、工学基礎科目及び工学科目を履修します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
３年生夏学期から４年生夏学期までには、先程のプロジェクトに取り組むと同時に、工学基礎科目及び工学科目を履修します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
３年生夏学期から４年生夏学期までには、先程のプロジェクトに取り組むと同時に、工学基礎科目及び工学科目を履修します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
３年生夏学期から４年生夏学期までには、先程のプロジェクトに取り組むと同時に、工学基礎科目及び工学科目を履修します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２年生の後期から、カリキュラムの柱である「プロジェクト」演習、これは実践を通じて学習を行うもの、に取り組みます。
実践的な問題解決に取り組む過程で、研究立案などの第１段階、データ解析や資料作成などの第２段階、成果発表などの第３段階に取り組むことで、問題解決力、コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力などが身につきます。
動機付けプロジェクト、基礎プロジェクト、応用プロジェクト、領域プロジェクトがあります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
E&Eコースの卒業生の約90％が工学系研究科や新領域創成科学研究科の大学院修士課程へ進学します。
学部卒での就職先は、官庁から金融まで幅広い分野となっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
大学院修士課程の修了後の進路としては、該当の博士課程への進学はもちろん、学部卒業生と同様に、官庁から金融まで幅広い分野への就職しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして、４年生に進学後の領域プロジェクト終了後に、専門性を深化させるものとして、卒業研究に取り組むことになります。これはE&Eコースの各研究室に配属されて、卒論研究テーマについて研究を進めることになります。そして、２月には卒論をまとめながら、卒論発表を行うことになります。
過去数年間の卒論研究のテーマを例として挙げさせて頂きます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
環境エネルギーに興味ある方
海洋はポテンシャルの塊、海が熱い

海底資源で日本と世界の資源問題解決
洋上風力発電や海底CCSで地球温暖化に挑む
養殖で食料問題なんてこともできます�
こうした海洋利用に実現するためには
スペシャリストとしての深さと
その多様な専門性を結集するシステム作りが重要になります�
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